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(1) 

線分𝑄𝑀の延長が𝑦軸と交差する点を𝑅、 

𝑀から𝑥軸に下した垂線の足を𝐻とする。 

 

∠𝑂𝐴𝑃 = 𝜃とすると、 tan 𝜃 = 𝑝である。 

このとき、∠𝑃𝑀𝑄 = ∠𝑅𝑀𝐴 = 𝜃であるから、 

∠𝑂𝑅𝑄 = 2𝜃, ∠𝐻𝑀𝑄 = ∠𝑂𝑅𝑄 = 2𝜃である。 

 ∴ 𝑄𝐻 = 𝑀𝐻 tan 2𝜃 
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